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はじめに

　本書は、行政事件を取り扱う弁護士の日常を描くお仕事小説です。ス
トーリー形式で行政紛争事例の解決方法を学べる内容を目指しておりま
すが、なるべくお仕事小説としても楽しんでもらえるように物語部分も
膨らませて執筆しております。

　本書の想定する主要読者は、「行政法の基本的な用語・概念はある程
度知っているが、どのように事例にあてはめて考えればいいのかが分か
らない学生・受験生」です。具体的には、「行政法の入門書・体系書を
読んだり、大学・ロースクール・予備校などで行政法の講義を受けてみ
たりしたものの、長文の行政法事例問題にどう取り組めばいいか分から
ない」「行政事件の具体的なイメージを持ちたい」という方に向けた内
容になっています。
　行政法事例問題が出題される司法試験・予備試験の受験生、行政法の
学期末試験で行政法事例問題が出題されるロースクール生や法学部生な
どは、本書を読むことで事例問題の解法イメージをある程度つかむこと
ができるでしょう。
　また、「初めて行政紛争事例に携わろうとする法律実務家が本書を読
んで具体的な紛争処理方法をイメージする」という使い方もできます。

　本書の内容は、「ストーリー本編」と行政法知識を解説する「解説」
の 2つからなっています。「ストーリー本編」をざっと読むと行政紛争
に関する案件処理のイメージを大まかにつかむことができます。また、
細かい行政法知識については「解説」においてより詳細な説明を加えて
います。「ストーリー本編」で気になる法律知識や論点、より深堀りし
て勉強したい点が出てきたら「解説」を参照してみてください。
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　さらに、本書で学べる論点を「主要論点表」にまとめました。本書で
扱う行政手続法・行政不服審査法・行政事件訴訟法の各種論点が一覧で
きるようにしてあります（本書 10・11頁）。

　なお、本書は行政紛争事例の解決方法を大まかにイメージしていただ
くための本であり、行政法の基礎知識を網羅的に解説するものではあり
ません。体系的・網羅的な行政法の基礎知識を身につけたい方は、別途、
行政法の入門書・基本書を読んでいただきますようお願いいたします。
筆者おすすめの行政法の入門書・体系書については、「解説 13 もう 1
歩先へ進むためのブックリスト」（本書 173頁）で紹介しておりますので、
こちらも併せてご参照ください。
　また、本書は「行政法事例問題を解くための入門書」的な位置づけで
あり、司法試験・予備試験等の各種資格試験に挑む場合には、さらに本
格的な演習書や過去問に取り組んでいただく必要がありますので、この
点もご留意ください。

　民事事件や刑事事件を扱う弁護士を主人公としたドラマ・小説・漫画
などは多数出版されていますが、行政事件を扱う弁護士を主人公とした
物語はほとんどありません。それだけに、学生や受験生が行政事件を具
体的にイメージすることが難しくなっています。
　本書を通じて行政事件に対するイメージ作りをしていただき、さらに
は「行政事件って面白そう！」「行政事件を扱う弁護士になってみたい！」
と思っていただけたら、筆者として幸甚の至りです。
　本書が、皆様の行政法学習の一助になることを祈念いたします。

2021年 12月
 弁護士　大島 義則
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奴隷弁護士、こうして生まれる

「こんなの……奴隷契約じゃないですか！」
　古びた雑居ビルの一室で、篠

しの

宮
みや

楓
かえで

は仄白い頬を紅潮させ、肩を震わせ
た。肩までかかるミディアムヘアが、怒りのオーラで天に向かって逆巻
いている。
　意思の強そうな黒目が、赤いアンダーリムの眼鏡の下から爛々と光る。
楓は、高そうな椅子をリクライニングさせて踏ん反り返る目の前のスー
ツ姿の若い男―鬼

き

道
どう

政
せい

義
ぎ

を睨みつけた。
「嫌なら、ほかを当たってくれ。司法試験に 17歳で合格して、19歳で
弁護士になった天才の君なら、どこでも働けるだろ」
　楓は、薄い唇をぐっと噛んだ。楓は高校 3年生のときに司法試験に合
格し、高校卒業後、翌年の 11月から司法研修所（実務法曹になるために
通う最高裁判所に設置された研修機関）に 1年間通い、晴れて昨年 12月
に弁護士登録をした。しかし、弁護士登録から 1ヶ月経っても、どの法
律事務所にも就職できないでいた。
「いくら弁護士資格を持っていても、未成年の私では、どこも雇ってく
れません。だから、親戚の伝手を辿って、こうして鬼道先生にお願いし
にきているんです」
　成年年齢を 20歳から 18歳に引き下げる改正民法は既に成立していた
が、改正民法の施行日はまだ到来しておらず、楓はまだ未成年であった。
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「そりゃそうだろうね」鬼道は目だけで笑う。「いくら頭が良くても、
一般の人は高校卒業に毛の生えた程度の未成年の君に弁護してもらいた
いとは、なかなか思わない。ゆえに、そんな君を雇う法律事務所もない。
一人で独立して法律事務所をやろうとしても、事務所経営ができるほど
依頼は来ないからまず成功しない。それどころか、未成年でお金もない
君には、1人で事務所スペースを借りることさえ難しいだろうね」
「だからって、この契約条件は酷すぎます。どう考えても、足下を見て
いますよね？ 給料なしで、個別案件について報酬が発生した場合に私
の取り分が 3、鬼道先生の取り分が 7なんて……」
「法律事務所の経営は大変なのさ。僕も独立してまだ 3年目だ。余裕は
ない。僕は提案をしただけだ。受け入れるか否かは君次第。この条件で
業務委託契約を締結するか、否か。その 2択だよ」
「せめて取り分 5対 5 になりませんか？」
「こう見えても僕は忙しい。この話はなかったことに……」
　鬼道はわざとらしく椅子から立ち上がってみせようとする。
「わ、分かりました！ 契約します！」
「ではこの業務委託契約書に印鑑を押して後日持ってきたまえ。きちん
とご両親の印鑑ももらうんだぞ。鬼道法律事務所は君を歓迎する。せい
ぜいたくさん働いてくれ、篠宮センセ」

未成年弁護士の厳しい現実

　現代の奴隷制とはこういうことを言うのであろう、と楓は思った。
　弁護士 1年目からすぐに法律事務所を開設して経営者弁護士、すなわ
ち「ボス弁」や「パートナー弁護士」になる者は少なく、基本的には既
存の法律事務所に雇われることが多い。
　既存の法律事務所に雇われて働く勤務弁護士のことを「アソシエイト
弁護士」又は「イソ弁」（他人の事務所に居候している弁護士）と呼ぶ。
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1  行政法の体系

　行政法とは、行政の組織・作用・統制に関する国内公法のことをいい、
この定義に即して行政法は行政組織法、行政作用法、行政救済法という
3つのカテゴリーに分類されます。
　簡単に言うと、行政組織法では誰が行政活動を担うのか、行政作用法
では行政主体が市民に対してどのような働きかけ（作用）を行うのか、
行政救済法では行政作用により市民の権利利益侵害が発生した場合の救
済をどのように行うのかが論じられることになります。市販の基本書や
大学のカリキュラムでも、この 3つのカテゴリーに従ってコンテンツ
が整理・提供されていることが多いでしょう（「3冊本」と呼ばれる基本

書については本書 175頁参照）。
　もっとも、行政組織法・行政作用法・行政救済法の教科書的な知識を
身につけたとしても、行政法事例問題を直ちに解けるようになるかとい
うと、そういうわけではありません。「行政法の教科書的知識」と「行
政紛争事例を解決するための法実践」との間には、いくつかの大きな壁
が横たわっています。

2  行政法事例問題の難しさ

　第 1に、行政法事例問題の場合、行政組織法・行政作用法・行政救
済法の教科書的知識が渾然一体となって出てきます。例えば、厚生労働
大臣が特定の医師について「医師としての品位を損するような行為」が
あったことを理由として 1年間の医業停止処分（医師法 7条 1項 2号）

解 説
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を行うという事例を考えてみましょう。まず、行政組織法の観点から、
行政上の法律関係に関する権利義務の帰属主体である「行政主体」＝「国」
を観念した上で、行政主体のために意思決定及び外部への意思表示を行
う「行政庁」として「厚生労働大臣」が登場していることを理解する必
要があります。行政作用法の観点からは、医業停止処分が「行政行為」（行
政庁が法律・条例に基づき国民に対する一方的行為として直接的・具体的に

国民の権利義務を変動させる行為形式）という性質を有していることを理
解する必要があります。さらに、当該医師が当該医業停止処分を争う場
合、行政救済法の問題となり、例えば、当該医師は事後的救済手段とし
て取消訴訟（行訴法 3条 2項）を提起していくことになります。このよ
うにシンプルな事例を分析するだけでも、行政組織法、行政作用法、行
政救済法の総合的な理解が必要となることが分かるでしょう。
　第 2に、行政法事例問題では、多くの場合、未知の個別行政法を素
材とした出題がされます。個別行政法としては、例えば、道路交通法、
建築基準法、農地法、医師法などがあり、その数は千を超えます。つま
り、行政法事例問題を解くためには、「行政法の教科書的知識」だけで
なく「個別行政法の解釈・適用」の方法を身につける必要があるのです。
もちろん千を超える個別行政法に関する知識をすべて暗記することはで
きませんし、暗記しても意味はありません。「個別行政法の解釈・適用」
の「やり方」を身につける必要があるのです。
　第 3に、「処分性について論ぜよ」といった行政法学上の概念の理解
を問うための一行問題とは異なり、行政法事例問題では行政主体・行政
庁、被処分者の私人、利害関係を有する第三者等の多数の人物が登場し、
各主体が様々な行為を行うことで発生する行政紛争の解決が求められま
す。私人間における取引等が問題となる民法等の事例問題では紛争をイ
メージしやすいでしょうが、行政紛争は身近ではないため、そもそも紛
争をイメージすることが難しいという問題があります。


